
船舶事故等調査報告書 

平成２２年１月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第１４５号 

事故等種類 乗揚 

発生日時 平成２１年５月１９日（火） １５時０７分ごろ 

発生場所 広島県大竹市阿多
あ た

田
た

島高山
たかやま

三角点(２０４）から真方位１１５°１,１１０

ｍ付近（概位 北緯３４°１１.３′ 東経１３２°１９.２′） 

事故等調査の経過  平成２１年５月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

モーターボート 藤
ふじ

丸、５トン未満（登録長６.９４ｍ） 

 ２７０－１６０８０広島、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ脱落、プロペラ軸曲損、船底部擦過傷 

 事故等の経過  本船は、船長１人が乗り組み、１人を同乗させ、船首約０.３ｍ、船尾約

１.１ｍの喫水で、阿多田島東岸沖を南南東進中、平成２１年５月１９日１

５時０７分ごろ、水面下の干出岩に乗り揚げた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風速 約１.９m/s 

潮候：潮汐 上げ潮の中央期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は阿多田島東岸沖を南南東進中、船長が前路

の海面上に何も見えなければ航行可能と思い込ん

でいたものと考えられる。 

当時、上げ潮中央期で、前路の干出岩が水面下に

なっていた可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、本船が阿多田島東岸沖を南南東進中、船長が前路の海面上に

何も見えなければ航行可能と思い込んでいたため、前路にある干出岩に気

付かずに航行して乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 




